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大阪いずみ市民生活協同組合は、組合員の期待と地域からの信頼に一層応えられるよう、地域

社会の一員としてまちづくりに総合的にかかわり、健康で安心してくらせる、つながりあるまち

づくりに、事業および活動で参加します。 

 

１. いずみ市民生協がまちづくりにかかわっていく上で、３つの視点を大切にします。 

 住民主体のまちづくり 

 学び・つながり・支え合うまちづくり 

 持続可能なまちづくり 

 

２. いずみ市民生協は「４つの参加」でまちづくりにかかわります。 

① 活動を通じた参加 

・ いずみ市民生協が主体となって行うのではなく、地域住民が主体となって行う活動

に参加します。 

・ 地域住民の多様な能力や地域資源を活かした「自立した持続可能な活動」が行える

よう支援します。 

② 事業を通じた参加 

・ 地域コミュニティを形成するためのインフラを提供します。 

・ まちづくりに活かせる既存の事業・活動インフラを提供します。 

・ 組合員資産に負担をかけない収支均衡の事業を行います。 

③ つながり・ネットワークづくりへの参加 

・ 組合員・職員を含む地域住民が社会参加できるよう、ボランティア情報を収集し、

情報提供します。 

・ エリア内の行政やNPO・地域団体・企業・大学等が協働でまちづくりしていけるよ

う、つながる支援を行います。 

④ 担い手の発掘への参加 

・ 主体的にまちづくりにとりくめる人材の発掘を行います。 

・ 発掘した人材を活動やネットワークづくりへの参加につなげます。 

 

  



 

 



 

参考「地域社会づくりへの参加」方針の到達点 

地域の課題（地域ニーズ）と生協との相関図    ＊縦に地域課題 横に生協の活動と機能 
★印：方針策定後にすすんだ内容            ＜ ＞は当時実施予定・検討予定のモノ 

                                        ≪  ≫は今後実施予定・検討予定のもの 

 

 


